


小学校 算数 ＜であう過程＞ 特別研修員 富田 健太郎

指導例： （第５学年 第１時）『 』ならした大きさの求め方を考えよう

１ 学習を把握する。

○ならす必要性のある場面に出合う。

<問題>

お手伝いをした５人の子供が、ご褒美にバラバラの量のジュース

を配られました。

。みんなが納得するにはどうしたらよいでしょうか

Ｔ：子供たちはなぜ納得しないのですか。

Ｓ：ジュースの量がバラバラだからです。

Ｓ：全員のジュースの量をそろえればよいと思います。

Ｓ：バラバラに配られたものをそろえるのは難しいな・・・

Ｔ：そろえる方法はありませんか？

Ｓ：多い人の分を少ない人に分けてあげる。

Ｓ：一旦全部戻してから配り直す。

○教師と一緒に全体でジュースをならす。

○用語「ならす」を学ぶ

○めあてを立てる

<めあて>

コップのジュースの量をそろえよう。

２ めあてを追究する。

①○図の操作で解決できる問題を解く。

<問題>ジュースをならしましょう。

○図にかき込むことで自力解決する。

○解き方を交流する。

○用語「平均」を学ぶ

３ 考えを深める。

○図の操作では解決が困難な問題に取り組む。

Ｓ：ならす方法でもできたけどとても大変です。

Ｓ：もっと簡単にできる方法はないかな？

Ｔ：どうして大変なのかな？

何が分かれば簡単に解けそう？

Ｓ：コップが10個もあり大変。

Ｓ：図では不正確。

Ｓ：一旦全部戻してから配り直したいです。

Ｓ：そのためにはジュースの量が知りたいです。

４ 学習をまとめ、振り返る。

Ｔ：次回の授業ではどんなことをしたいですか。

Ｓ：平均を計算で求める方法を考えたいです。

Ｓ：平均が簡単に求められたらうれしいな。

Ｓ：平均を利用できたら便利そうだな。楽しみだな。

指導のポイント

主体的な学習を促すために
問いを表出させる

○５人の子供に目の前でジュー

スを不均等に配ることで、均

等に分けることへの必要性を

もたせるとともに、問いの表

出につなげる。

具体物を操作させる

○多い人の分を少ない人に移

してならす具体物の操作を

行うことで、今後の作業の

見通しをもたせたり、興味

・関心を高めたりする。

既習の知識・技能で

解決できる問題を提示する

○めもりを省くことで、操作の

みで解決できるようにする。

単元の見通しをもたせるため

に振り返りをさせる

○振り返り（破線部）で、解決

したいという意欲や、単元の

見通しをもてるようにする。

既習の知識でも解けるが

やや難解な問題を提示する

○学級の過半数くらいが解決で

きる程度の問題を設定し 解、「

けるけどもっと楽な方法を知

りたい」と思わせるようにす

る。

○なぜ大変なのか、なぜ難しい

のかを話し合わせることで次

時に取り組むことを確認す

る。



小学校 算数 ＜追究する過程＞ 特別研修員 富田 健太郎

指導例： （第５学年 第３時）『 』ならした大きさの求め方を考えよう

１ 学習を把握する。

○資料の一部が欠けている問題に出合う。

<問題> 月曜日から金曜日までの５日間に５年生が図書室を利

用した人数は、平均すると１日当たり6.4人でした。水曜日に

利用した人は何人といえるでしょう。

Ｔ：問題場面からはどんなことが分かりますか？

Ｓ：先に平均が分かっています。

Ｓ：水曜日の人数を□とすれば式ができそうです。

Ｓ：合計が分かれば簡単なのになぁ・・・。

Ｓ：平均から何か分かることはないのかな？

<めあて>

。資料の一部分を平均を利用して求めることはできないだろうか

○解決の見通しをもつ。

・合計を求める方法がないか考える。

・平均＝合計÷個数 や（７＋５＋□＋８＋６）÷５＝6.4

を生かせないか考える。

２ めあてを追究する。

○自力解決のあと友達と説明し合う。

Ｓ：平均を５倍すれば合計になるよ。

それから残りの日の人数を引けば

水曜日の人数になるよ。

6.4×５＝32 32－（７＋５＋８＋６）＝６（人）

○クラス全体で考えを共有する。

３ 考えを深める。

○不明な点数が二つある問題に挑戦する。

<問題>４回の得点の平均が90点以上のときに景品がもらえるゲ

ームがあります。Ａさんは初めの２回の得点が88点、85点でし

た。Ａさんが景品をもらうためには残りの２回で合計何点以上

得点しなければならないでしょうか。

○解決の見通しをもつ。

Ｔ：問題を解くために、何が分かればよいのか整理しよう。

○自力解決のあと友達と説明し合う。

Ｓ１：４回の合計で90×４=360点以上の得点が必要だから

360－（88＋85）=187(点)

Ｓ２：３回目は92点とれば１回目との平均で90点になります。

４回目は95点とれば２回目との平均で90点になります。

だから92＋95＝187点以上とれば景品をもらえます。

○クラス全体で考えを共有する。

４ 学習をまとめ、振り返る。

<まとめ>

・平均×個数＝合計

。資料の欠けている部分を合計からの引き算で求められる

ផἨἷἜ○適用問題に取り組むװ

ॺἕἷ ὓ ẩ Ἳ<適用問題>□を求めましょう。

 Ἠ ἷ ὓឍ ἢ

！ἰἯ

Ｓ：欠けている資料の値を求めることができて便利。

指導のポイント

主体的な学習を促すために
問いを表出させる

○問題場面から読み取れることを

確かめ、何が分かり、何が分か

らないかを確認することで、問

い（波線部）を生み、めあてを

子供たちから引き出す。

自力解決の後
考えを全体で共有する

○自力解決の際、支援をしながら

つまずきや実態を把握し、全体

での交流の際に取り上げる考え

を決めておく。

○考えを交流させる際は6.4×５

＝32が発表された後に、別の子

供にその式の意味を発表させた

り、その続きの考えを更に別の

子供に発表させたりするなど、

考えを読み取ったり、つなげた

りする活動を通して、理解を深

。められるようにする

学びの自覚を促すために

適用問題で振り返らせる

○適用問題は、練習問題をさせる

だけでなく、解答の根拠をペア

で説明し合わせことでるなど、

思考過程を振り返れるようにす

る。

学びを深めるために

比較・検討させる

○Ｓ１とＳ２の考え方を提示し、

二人の考えの違いを確認した

後、それぞれの考えのよさを比

較・検討させることで学びを深

められるようにする。



小学校 算数 ＜つかう過程＞ 特別研修員 富田 健太郎

指導例： （第５学年 第６時）『 』ならした大きさの求め方を考えよう

１ 学習を把握する。

。○平均を使って正確な歩測をするために必要なことを確認する

Ｔ：正確に歩測するためにはどんなことに気を付けますか？

Ｓ：歩幅を求めるとき、30歩で進める長さを測って１歩の

平均を求めます。

Ｓ：それを３回行って平均を出すとより正確になります。

Ｓ：３回の歩幅がほぼ同じの人がより正確に測れそうです。

問題：廊下の長さを歩測しよう。

(より正確な値にたどり着くよう

グループごとに競いましょう。)

Ｓ：正確に測定するためにどんなことが協力できるかな。

<めあて>グループで、なるべく正確に距離を歩測しよう。

２ めあてを追究し考えを深める。

○平均を用いないで歩幅を測っておく。

（後で平均値を用いて導いた

歩幅と比較する 。）

○グループごとに正確な歩測を行う。

前時に追究した主な内容

・代表者を決めて歩幅を正確に求める。

(30歩で歩ける距離を３回測定し、

その平均値を歩幅とする。)

○計測結果を報告し合い、一番近い値にたどり着いたグループ

を参考に、計測方法を全体で確認する。

３ 学習をまとめ、振り返る。

Ｔ：正確に歩測するときに平均を使うよさはどんなことでし

たか？

Ｓ：30歩で進める長さは、長いときや短いときがありました。

どちらの長さも生かして、正確

に近い長さを出せるのが平均の

すごいところです。

<まとめ>

上手に平均を使うことで、

より正確に長さを測ることができる

。○学習の振り返りをレポートにまとめる

Ｓ：正確に測る方法を確認しながら丁

寧に測定したので、平均の使い方
< ー 例>

がよく分かりました。
レポ トの

Ｓ：平均×個数で合計が出せるというのが面白かったです。

Ｓ：図をならすのも面白いけど、計算で平均を求める方法も便

利だと思いました。

Ｓ：大きさの違うものを友達同士で分けるときは、平均の考え

方を使って、不公平にならないようにしたいです。

指導のポイント

身に付けたことを活用した
という実感をもたせる

○何回も歩幅を測りその平均を出

すことで、より正確な歩幅を求

められることの実感をもたせ

る。

主体的に活動させる

○授業で学んだことをグループの

メンバー間で確認し合いながら

活動を行うことで、活動の意味

をしっかりと理解できるように

する。そのために、活動がより

よく行えるようなグループ分け

を意図的に行う。

単元学びの自覚を促すために

全体の活動を振り返らせる

○本時の活動を中心に、単元の学

習全体を振り返り、平均を使う

ことのよさや、平均の学習で面

白かったこと、驚いたことなど

を簡単なレポートにまとめさせ

ることで、知識・技能の定着を

図るとともに、学びを実感させ

る。また、どんな場面で平均の

考えを使いたいかを考えさせる

ことで、算数を日常生活に生か

せるようにする。

日常場面を数学化させる

○長い長さの測り方を、メジャー

を使って測るという日常的な場

面から、歩幅と歩数の関係を使

って求める数学的な活動に変換

した。
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算 数 科 学 習 指 導 案
平成30年10月 第５学年 指導者 富田 健太郎

Ⅰ 単 元 名 ならした大きさの求め方を考えよう

Ⅱ 学習指導要領上の位置付け

第５学年 Ｄデータの活用 Ｄ（２）測定値の平均

（２）測定した結果を平均する方法に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（ア）平均の意味について理解すること。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。

（ア）概括的に捉えることに着目し、測定した結果を平均する方法について考察し、それを学

習や日常生活に生かすこと。

Ⅲ 目 標

測定した結果を平均する方法に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。

ア、イは「Ⅱ 学習指導要領上の位置付け」に同じ。

ウ （学びに向かう力、人間性等）

・平均について、数学的に表現・処理したことを振り返り、進んで求め方や利用の仕方を調

べようとするとともに、日常生活の中で平均を活用しようしている。

Ⅳ 指導計画 ※別紙参照
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Ⅴ 本時の展開 （１／６ であう）

１ ねらい 図に示された量をならす活動を通して、平均に関心をもてるようにする。

２ 展開

学習活動（分） ○：留意点 点線囲：評価 ☆：まとめ（意識）

１ 学習を把握する。（15分）

○ならす必要性のある課題を提示する。

<問題>次の場面の問題を解決しよう。

(場面) お手伝いをした５人の子供が、ご褒美にバラバラの量のジュースを配られました。

みんなが納得するにはどうしたらよいでしょうか。

○５人の代表児童にジュースを配り、意見を言わせる。

（意見）・僕のは少ないので、コップＢのジュースに替えてほしい。

・みんなの量がバラバラなのがよくない。みんな量がそろっていればいいのに。

（問い）ジュースの量をぴったりそろえるのは難しいなあ。

<めあて>コップのジュースの量をそろえよう。

（反応）Ａ：多い人の分を少ない人に分けてあげる。 ※Ｂ：一旦元に戻してから分け直す。

○実際にジュースをならす（示範をする）。

○用語「ならす」を学ぶ。…でこぼこをなくすこと。いくつかの量を等しくそろえること。

２ めあてを追究する。(10分)

問題：等しい量になるようにならしましょう。

問題①

○多い方から少ない方へ移すことで、量を等し

くすることができることを確認する。

○ア ○イ ○ウ ○エ ○オ

○問題①を考えさせた後、解き方を交流させる。

○用語「平均」を学ぶ。…幾つかの量を平らにならして等しくした大きさ。

３ 考えを深める。（15分）

問題②

○カ ○キ ○ク ○ケ ○コ ○サ ○シ ○ス ○セ ○ソ

○自力で解決させる。→ならす方法でも解けるけど大変。(過半数が自力解決できる難易度)

○問題場面から分かることを整理する。

（反応）・図でならすことが難しい。 ・もっと簡単にできる方法はないかな。

・コップが10個もあり、大変。 ・図では不正確。 ・図では大変。

○図を操作する方法以外の解き方がないか考えさせる。

（問い）※Ｂの方法で解けないかな。・全部集めたら何 mL になるのかな。・計算できないかな。

○ジュースの量を確認し、数を使って平均を求める方法を考えさせる。

○カ 90mL ○キ 80mL ○ク 70mL ○ケ 90mL ○コ 100mL ○サ 80mL ○シ 70mL ○ス 60mL ○セ 60mL ○ソ 30mL

平均を求めるために、図を使ってジュースをならしている。＜発言・ノート（１）＞

４ 学習をまとめる。(３分)

<まとめ>・多いところから少ないところへ移すことでならすことができる。

・平均はならすことで求められる。

☆平均を計算で求めるにはどうしたらよいのかな。

５ 学習を振り返る。(２分)

○これからどんなことを考えていきたいか問い掛ける。
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Ⅴ 本時の展開 （３／６ 追究する）

１ ねらい 平均値を基に資料の欠損部分を求めたり、全体量を予測したりする活動を通して、

平均と合計の関係をより深く理解できるようにする。

２ 展開

学習活動（分） ○：留意点 点線囲：評価 ☆：まとめ（意識）

１ 学習を把握する。（10分）

<問題>月曜日から金曜日までの５日間に５年生が図書室を利用した人数は、平均すると１日当

たり6.4人でした。水曜日に利用した人は何人と言えるでしょう。

曜日 月 火 水 木 金 平均

人数(人) ７ ５ ？ ８ ６ 6.4

（問い）平均が分かると他に何か分からないだろうか。

<めあて> 資料の一部分を、平均を利用して求めることはできないだろうか。

２ めあてを追究する。(12分)

○合計を求める方法がないか考えさせる。

○平均＝合計÷個数 や（７＋５＋□＋８＋６）÷５＝6.4 を生かせないか考えさせる。

○個別に考えた後、教室内を移動して考えを交流させ、その後全体で確認する。

(反応)平均を５倍すれば５日分の合計が出る→そこから他の曜日の人数を引く→水曜日の人数

6.4×５＝32 32－（７＋５＋８＋６）＝６ 答え６人

３ 考えを深める。（15分）

○平均を利用した問題に取り組ませる。

<問題>４回の得点の平均が90点以上の時に景品がもらえるゲームがあります。Ａさんははじめ

の２回の得点が88点、85点でした。Ａさんが景品をもらうためには残りの２回で合計何点

以上得点しなければならないでしょうか。

○個別に考えた後、教室内を移動して考えを交流させ、その後全体で確認する。

（反応１）・４回の合計で90×４= 360点以上得点する必要があります。

・360点から２回までの得点の合計を引けばあと何点必要か分かります。

・よって360－（88＋85）= 187(点)以上必要です。

（反応２）・３回目は92点とれば１回目との平均で90点になります。

・４回目は95点とれば２回目との平均で90点になります。

・よって92＋95＝187点以上とれば景品をもらえます。

平均の考え方を活用していろいろな問題の解き方を考えることができる。

＜観察・問題（３）＞

４ 学習をまとめる。(３分)

<まとめ>

・平均×個数が合計なので、資料の欠けている部分を合計からのひき算で求められる。

・一つ一つの大きさが違っても、平均することで同じ大きさとして考えることができる。

(代表値としての平均)

☆「平均×個数＝全体」という考え方を使えば、欠けている資料の値を求めることができて便

利。平均値が分かると、いろいろなことが予測できることが分かった。

５ 学習を振り返る。(５分)

○平均を基に表の空欄を求める適用問題に取り組ませる。
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Ⅴ 本時の展開（６／６ つかう）

１ ねらい 正確に距離を歩測することを通して、測定値の処理の仕方や、外れ値の扱いなどをよ

り深く理解できるようにするとともに、平均を効果的に使うことのよさに気付けるように

する。

２ 展開

学習活動（分） ○：留意点 点線囲：評価 ☆：まとめ（意識）

１ 学習を把握する。（５分）

○平均を使って正確な歩測をするために必要なことを確認する。

○計測結果を平均することや、外れ値を扱わないようにすることなどを押さえる。

<問題>廊下の長さを歩測しよう。

（問い）正確に測定するためにどんなことが協力できるかな。

<めあて>グループで、なるべく正確に距離を歩測しよう。

２ めあてを追究する。(20分)

○前時の学習を参考に以下のような活動のルールを児童と一緒に決める。

・代表者を決めて歩幅を正確に求める。

（30歩で歩ける距離を３回測定し、その平均値を歩幅とする。)

・測定する距離を歩き歩数を数える。

（３回測定し、その平均を利用して距離を算出する。)

・具体的な方法は指示せず、話合いにより協力して課題を解決できるようにする。

３ 考えを深める。(10分)

○計測結果を報告し、一番近い値にたどり着いたグループを参考に、計測方法を全体で話し合

う活動を設定する。

平均の考え方を学習や日常生活に生かすことができる。

＜観察・振り返りカード（３）＞

４ 学習をまとめる。(２分)

<まとめ>上手に平均を使うことで、より正確に長さを測ることができる。

☆正確に測る方法を確認しながら丁寧に測定したので、平均の使い方がよく分かった。

５ 学習を振り返る。(８分)

○学習の振り返りをレポートにまとめる。



指導計画 算数科 第５学年 単元名「ならした大きさの求め方を考えよう」（全６時間計画）

目 測定した結果を平均する方法に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。
標 ア（知識及び技能）

・平均の意味について理解すること。
イ（思考力、判断力、表現力）
・概括的に捉えることに着目し、測定した結果を平均する方法について考察し、それを学習や日常生活に生かす
こと。

ウ（学びに向かう力、人間性等）
・平均について、数学的に表現・処理したことを振り返り、求め方や利用の仕方を進んで調べようとするとと
もに、日常生活の中で平均を活用しようとしている。

評 (1) 平均の意味や求め方に興味・関心をもち、進んでそれらを調べようとするとともに、平均を用いることがで
価 きる。
規 (2) 平均を計算で求める方法を考え、説明することができる。
準 平均の考え方を活用して、いろいろな問題の解き方を考えることができる。

(3) いろいろな場面について平均を求めることができる。
平均の考え方を学習や日常生活に生かすことができる。

(4)「平均」の用語とその意味や求め方が分かる。

過 時 ○ねらい ☆まとめ（意識） ◇評価項目
程 間 めあて <方法（観点）>

で １ ○図に示された量をならす活動を通して、平均 ☆平均を計算で求めるにはど ◇平均を求めるために、図
あ に関心をもてるようにする。 うしたらいいのかな。 を使ってジュースをなら
う している。

・コップのジュースの量をそろえよう。 ＜発言・ノート（１）＞

追 １ ○計算で平均を求める方法を話し合うことを通 ☆平均は全ての合計を等分す ◇平均を計算で求める方法
究 して、平均を求める公式の意味を理解できる ることで求められることが を考え、説明している。
す ようにするとともに、人数を示す数値に０の 分かったぞ。計算でならす ＜発言・ノート(２)＞
る ある資料を扱うことを通して、０を含む際の ことができてびっくりし

平均の求め方や、平均では人数などの分離量 た！
も小数で表せることについて理解できるよう ☆平均の利用者数を求めると
にする。 きは、誰も来なかった日も

日数に入れて割らなければ
・平均を計算で求めるにはどうすればいい いけないことが分かった。
だろうか。 平均の場合は人数や個数も

・利用者が０人の日はどう扱えばよいのだ 小数で表せることが分かっ
ろうか。 た。

１ ○平均値を基に資料の欠損部分を求めたり、全 ☆「平均×個数＝全体」とい ◇平均の考え方を活用して
体量を予測したりする活動を通して、平均と う考え方を使えば、欠けて いろいろな問題の解き方
合計の関係をより深く理解できるようにす いる資料の値を求めること を説明することができる。
る。 ができて便利。平均値が分 ＜観察・問題（３）＞

かると、いろいろなことが
・資料の一部分を、平均を利用して求める 予測できることが分かった。
ことはできないだろうか。

１
○平均値を基に全体量を予測する活動を通し ☆平均値が分かると、いろい ◇平均の考え方を活用して
て、平均と合計の関係をより深く理解できる ろなことが予測できて面白 いろいろな問題の解き方
ようにする。 い。 を説明することができる。

＜観察・問題（３）＞
・平均を利用して先のことを予測するには
どうしたらよいだろうか。

１ ○歩測で距離を求める方法を考えることを通し ☆なるべく正確に距離を求め ◇平均を繰り返し用いるこ
て、信頼できる測定値の求め方を理解できる るためには、歩幅を求める とで、より正確に歩測で
ようにする。 ときも、歩数を数えるとき きることに気付き、歩測

も、何回か測った平均を使 の計画をまとめている。
・歩くだけでなるべく正確に距離を測るこ うことが大切だということ ＜ワークシート（１）＞
とはできないだろうか。 が分かった。

つ １ ○正確に距離を歩測することを通して、測定値 ☆正確に測る方法を確認しな ◇平均の考え方を学習や日
か の処理の仕方や、外れ値の扱いなどをより深 がら丁寧に測定したので、 常生活に生かすことがで
う く理解できるようにするとともに、平均を効 平均の使い方がよく分かっ きる。

果的に使うことのよさに気付けるようにす た。 ＜観察・振り返りカード（３）＞
る。

・グループで、なるべく正確に距離を歩測
しよう。

問題：廊下の長さを歩測しよう。


